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きのこや山菜への取り込み

森林で放射性セシウムはどう動いているのか？

森林総合研究所

小松 雅史
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マツタケ ナメコ コシアブラ フキノトウ

森の恵み：野生きのこと山菜

 春の山菜、秋の野生きのこは季節を彩る森の恵み

 文化的な価値は高い

・採集は余暇活動（レクリエーション）に

・ハレの日の食材として

・おすそわけ：地域のコミュニケーションツール (小松2021, IAEA 2020)
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森の恵み：野生きのこと山菜

 春の山菜、秋の野生きのこは季節を彩る森の恵み

 文化的な価値は高い

・採集は余暇活動（レクリエーション）に

・ハレの日の食材として

・おすそわけ：地域のコミュニケーションツール

山菜・きのこ料理と山菜（コゴミ）採りの風景（松浦2017, 橋本・小松2021、写真提供：松浦俊也氏）
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放射能汚染の影響

一般食品の基準値と出荷制限
 セシウム合計(134,137)で100Bq/kg

 超えると出荷制限になる

出荷制限の自治体数
 野生きのこ：11県121市町村

 コシアブラ：8県113市町村

野生きのこの出荷制限
市町村位置図

内部被ばくと野外活動意欲の低下

 自家消費による内部被ばくの懸念

 きのこ山菜採りの活動世帯割合の低下（松浦2021)

(2020年11月時点, 橋本・小松2021）

野生きのこの
出荷制限は種を
区別していない

福島第一
原発
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野生きのこの
出荷制限は種を
区別していない

福島第一
原発

今日のトピック
1. 種類によるセシウム濃度の傾向は？
2. 今後セシウム濃度はどう変化する？
3. 何か対策はあるのか？
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野生きのこの種ごとの放射性セシウム濃度特性

※値は確率分布で示され、山の高いところの
数値である確率が高い（橋本・小松2021）

 市町村の食品モニタリング結果から野

生きのこ約3,000点のデータを解析

 セシウム吸収度が高い種ほど同じ市町

村で採ったきのこの濃度が高くなる

 種により濃度は最大 100倍以上異なる

 樹木と共生する菌根菌は落ち葉や枯れ

木から出る腐生菌よりも高い傾向
野生きのこのセシウム吸収度
（m2kg-1 生重、対数値）

100倍ばらつく

高い低い
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（Cui et al. 2020のデータをもとに作成）

100倍ばらつく

コウタケのセシウム137濃度のヒストグラム

濃度範囲ごと
にきのこの数を
積み上げた。
山の濃度の

きのこが多い！

きのこの放射性セシウム濃度はばらつく

 2016-2019に福島県川内村で採

取したコウタケのセシウム137

濃度分布

 同じ市町村で採った同じ種でも

濃度は30-100倍程度ばらつく

福島第一
原発

コウタケ
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（Nakashima et al. 2015, Orita et al. 2017, Cui et al. 2020の図・データから作成）

きのこの濃度変化傾向

 2013-19年に川内村で採取された

コウタケの濃度を年ごとに表示

 セシウム134は減少傾向だが、

セシウム137は増加傾向

 ほかのきのこ・山菜も近年の濃度

変化傾向は小さい

 少なくとも今後すぐにきのこの放

射性セシウム濃度が減少する、と

いう見通しはない丸：中央値
線：最大最小値

セシウム137

セシウム134
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（清野2019より）

調理による山菜の放射性セシウム低減

調理法
調理品の

セシウム残存率

天ぷら 83%-112%

塩茹で 41%-99%

重曹あく抜き 1%-32%

塩漬けー塩抜き 2%-24%

湯浸し 8%

 調理品に含まれるセシウムの総量

の変化を調べた（濃度ではない）

 あく抜きや塩漬け－塩抜きで調理

した山菜中の放射性セシウムが大

きく減少

 天ぷらは重量が増えるので重さあ

たりの濃度は減るが、セシウムの

含量は減らない

 山菜の種類によっても低減効果に

ばらつきがある
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まとめ

現状
 野生きのこや山菜の放射性セシウム濃度は高く、広域で出荷制限

 山村地域の野外活動意欲を削いでいる

課題
 同じ種・市町村でも放射性セシウム濃度は大きくばらつく

 今後放射性セシウム濃度は大きくは変わらない可能性がある

対策
 種によって濃度は大きく異なる

 調理によって放射性セシウムの取り込みを減らすことができる

 地域・状況に応じた対策を考えていく
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